
 

 



  



 

国士舘大学体育・スポーツ科学学会 

第 4 回 国士舘救急救命士会フォーラム 

ご挨拶 

 

 国士舘大学体育・スポーツ科学学会 会長 

国士舘大学体育学部 学部長 

古田 仁志 

 

皆さま、本日はお忙しい中、「第 4 回国士舘救急救命士フォーラム」を開催するにあたり、皆様にご挨

拶申し上げます。 

本学スポーツ医科学科は、2000 年に当時の学部長であられた故・大澤英雄理事長、そして初代学科

主任の故・天羽敬祐先生をはじめ、多くの先生方および関係者の皆様のご尽力のもとに創設されました。

以来、日本初の 4 年制大学における救急救命士養成課程として、全国に優秀な人材を輩出し続けていま

す。現在までに約 3,239 名の卒業生が、消防機関や医療機関、教育分野など、多岐にわたる現場で活躍

されています。 

本フォーラムは、在校生と卒業生、そして教員との交流を深める場としてだけでなく、現場で活躍する救

急救命士たちの経験や知識を共有し、学科のさらなる発展を目指す重要な機会です。今年も、多くの

方々のご協力により、充実したプログラムをご用意することができました。 

第一部では、卒業生で現在、本学科の教授であります高橋宏幸先生に「スポーツ医科学科の最新動

向」をご紹介いただきます。 

次に「スポ医卒業生・在学生の今」をテーマに、在学生たちが日々の学びや目標について発表します。

第２部では、「症例検討」として、各分野でご活躍中の 3 名の卒業生が発表を行います。さらに、東京消防

庁救急部 部長の永野義武様による特別講演が予定されています。永野様の貴重なご経験と理解の深

化に基づく講演は、在校生、卒業生ともに多くの学びをもたらすことでしょう。 

第三部では、スポーツ医科学科優秀学生の表彰とスポーツ医科学科主任の牧亮先生による「スポ医

懐かし授業（不整脈の読解）」と、本年度 3月末で定年退職される田久浩志先生による退職記念講話も予

定されています。 

最後に、このフォーラムが在校生と卒業生、教員の情報共有の場となり、スポーツ医科学科の未来を

切り拓く契機となることを心より願っております。 

 

 



 

プログラム 

 

 

古田 仁志（国士舘大学体育・スポーツ科学学会 会長） 

 

 

高橋 宏幸（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 教授） 

 

 

司 会：坂梨 秀地（国士舘大学体育学部 スポーツ医科学科 助教） 

         

        演者： 

1. 「東京消防庁 救急機動部隊の任務と活動について」 

千年 正晃（東京消防庁 救急部 救急指導課：スポーツ医科学科 1 期卒） 

 

2. 「救急救命士として歩んだ 21年〜救急現場から消防局、そして消防庁へ〜」 

伊藤 悟（船橋市消防局（総務省消防庁）：スポーツ医科学科 2期卒） 

 

3. 「病院救急救命士の役割～救急外来を支えるコーディネーターとして～」 

藤島 璃々子（国立国際医療センター 救急科：スポーツ医科学科 10期卒） 

 

4. 「救急救命士になるために走り続けた 4 年間」 

大嶋 綾那（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 4 年生） 

  

n スポーツ医科学科の最新動向       13：10〜13：20 

n パネルディスカッション 14：15〜15：30 

n 開 会                  13：00 

n 卒業生・在校生の今            13：20〜14：10 



 

プログラム 

 

 

 

司 会：髙橋 宏幸（国士舘大学体育学部 スポーツ医科学科 教授） 

         

        演者： 

1. 「１２誘導心電図記録及び医療機関への伝送について」 

小山内 健介（弘前地区消防事務組合：スポーツ医科学科 2期卒） 

 

2. 「トンネル火災・多数傷病者発生事案について」 

平田 雄也（川崎市消防局：スポーツ医科学科 12期卒） 

 

3. 「ドクターカーの出動が患者の予後改善に寄与することができた症例」 

皆藤 竜弥（日本赤十字社医療センター 救急科：スポーツ医科学科 14期卒） 

 

 

司 会：緒方 毅（国士舘大学体育学部 スポーツ医科学科 准教授） 

 

            永野 義武（東京消防庁救急部 部長） 

 

 

 

 

プレゼンター：牧 亮（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 主任） 

 

 

 

 

 

n 休 憩        14：10〜14：25 

n 症例検討・研究発表  14：25〜15：05 

n 特別講演        15：05〜15：25 

n 休 憩        15：25〜15：40 

n スポーツ医科学科優秀学生（GPA3.5 以上）表彰式  15：40〜15：55 



 

 

プログラム 

 

司 会：喜熨斗 智也（国士舘大学体育学部 スポーツ医科学科 准教授） 

          

 「不整脈の読解」 

牧 亮（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 主任） 

 

 

司 会：牧 亮（国士舘大学体育学部 スポーツ医科学科 主任） 

           

            田久 浩志（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 教授） 

 

 

 
 
  

n スポ医懐かし授業        15：55〜16：25 

n 退職教員記念講話        16：25〜16：45 

 

 

 

n 閉 会        16：45〜16：50 

 

 

 



 
 
 
 
 
 

スポーツ医科学科の紹介 

 
 

 

 

 

 

  



スポーツ医科学科卒業生 

3,239 人 
（2025 年 3 月現在） 

救急救命士国家試験合格者数 

2,858 名 
（現役合格者数） 

消防官就職者数 

全国 1 位 
（参考 朝日新聞出版「大学ランキング」） 

 

スポーツ医科学科の紹介 

 

2000 年 4 月：救急救命士を養成する日本で初めての 4 年生大学の学科として設立 

【スポーツ医学科の教育目標】 

l 救急医療の高度化および業務拡大に対応できる救急救命士 

l 日本の救急医療に貢献できる救急救命士 

l 救急医療で指導的役割を担う救急救命士 

l 国際的に活躍できる救急救命士 

 

 

  



 

 

 

 

 

卒業生・在校生の今 

 
 

司 会：坂梨 秀地（国士舘大学体育学部 スポーツ医科学科 助教） 

         

        演者： 

1. 「東京消防庁 救急機動部隊の任務と活動について」 

千年 正晃（東京消防庁 救急部 救急指導課：スポーツ医科学科 1 期卒） 

 

 

2. 「救急救命士として歩んだ 21 年〜救急現場から消防局、そして消防庁へ〜」 

伊藤 悟（船橋市消防局（総務省消防庁）：スポーツ医科学科 2 期卒） 

 

 

3. 「病院救急救命士の役割～救急外来を支えるコーディネーターとして～」 

藤島 璃々子（国立国際医療センター 救急科：スポーツ医科学科 10 期卒） 

 

 

4. 「救急救命士になるために走り続けた 4 年間」 

大嶋 綾那（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 4 年生） 

  



 

卒業生・在校生の今 

 
 

1. 「東京消防庁 救急機動部隊の任務と活動について」 
 

 千年 正晃（東京消防庁 救急部 救急指導課：スポーツ医科学科 1 期卒） 

 

東京都の人口 1,400万人、年間の旅行客約 5 億人。 

多様で複雑なエリアが混在する首都・東京で、あらゆる災害から、あらゆる命を守るために、多様

な力を団結させて、どこまで想定外をなくせるか、それが東京消防庁の使命です。 

私は、平成 16年 3月に国士舘 1 期生として卒業後、同年 4月から東京消防庁に入庁し、現在

22 年が経ちます。現在は、特定の消防署には属さない救急機動部隊の部隊長として従事していま

す。当日の国士舘救急救命士フォーラムでは、救急機動部隊の任務と最近の活動内容について話

させていただくとともに、どの様な人材を求め、育成しているかを伝えさせていただきたいと思いま

す。東京の未来を守るため、個々の強みや経験、想いを活かし、一人ひとりの”ちがい”が、東京を

守る強さになります。みなさんと一緒に働ける未来を楽しみにしています。待っています。 

 

2. 「救急救命士として歩んだ 21 年 
            〜救急現場から消防局、そして消防庁へ〜」 
 

 伊藤 悟（船橋市消防局（総務省消防庁）：スポーツ医科学科 2 期卒） 

 

私は令和７年４月から、船橋市消防局から総務省消防庁に研修生として派遣され、半年が経とう

としています。私は船橋市消防局に入局後の５年間は消防隊、救助隊、水難救助隊を経験し、その

後 12 年間は救急現場で主に副隊長として活動し、40歳の年に救急課へ異動、3 年間救急統計や

予算編成、救急資器材の整備等の業務経験後、消防庁の国民保護運用室へ派遣となりました。消

防庁の派遣期間は 2 年間で全国の消防本部から約 100 人程度の研修生が在籍しており、そのうち

約半数が１年ごとに交代して業務を引き継ぐ体制をとっています。国民保護という言葉は普段の生

活では聞き慣れない言葉だと思いますが、武力攻撃や大規模テロなど国の安全に関わる緊急事態

が発生した際に、国民の生命・身体・財産を守るための仕組みや取り組みの総称です。私はその中

で各都道府県が国と共同で実施する国民保護訓練の調整業務を主にしています。 

私の今までの経験や、消防庁に派遣されてからの半年間で経験したことや感じたことを皆様にお

伝えすることで、これから消防への就職を考えている方や現在消防で勤務している方達の参考とな

れば幸いです。 
 

  



 

卒業生・在校生の今 

 
3. 「病院救急救命士の役割 

            ～救急外来を支えるコーディネーターとして～」 
 

 藤島 璃々子（国立国際医療センター 救急科：スポーツ医科学科 10 期卒） 

 

現在、国立国際医療センター救急科に勤務して 4 年目となる。ER 型の救命救急センターでとして

年間 1万件以上の救急車を受け入れており、救急救命士は「救急外来コーディネーター」として救

急搬送連絡の対応、ベッド配置、トリアージ、医療機器の準備や救急外来全体の安全管理などを行

っている。救急搬送連絡時間は都内最短の平均 3.7分であり、二次の受入判断を救急救命士に一

任されているのが大きな要因となっている。また救急患者連携搬送料の開始に伴い連携病院への

転院搬送を行っており、多い月で 69件に及んだ。新宿区という立地から薬物中毒、精神疾患、外

国人患者など多様な症例を経験できることも特徴である。他にも ICLS、JPTECや実習生の指導、

日本 DMATでは能登半島地震、東京ＤＭＡＴでは多数傷病者対応などへ派遣されている。カンボジ

アでの救急医療体制支援やノルウェーへの感染症対策の視察など国際協力活動にも参加してい

る。患者対応だけでなく、救急外来全体を見渡して安全管理を行う重要な役割を担っており、日々

の業務を通じて責任感ややりがいを実感している。進路の一つとして医療機関で働く救急救命士の

役割や働き方のイメージを持ってもらう一助になれば幸いである。 

 

4. 「救急救命士になるために走り続けた 4 年間」 
 

 大嶋 綾那（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 4 年生） 

 

大学四年生となり、大学生活も残りわずかとなった。四年間を振り返ると、目まぐるしくも充実した 

日々を送ってきたと感じる。私は、医療職の中でも最も早く困っている方に寄り添うことのできる職業 

である救急救命士を志し、この四年間努力を重ねてきた。中でも自分自身を最も奮い立たせた経験

は、水難救助実習である。傷病者の立場に立つことの大切さ、そして救急救命士としての覚悟がこ

の実習を通して芽生えた。今でもこの経験を思い返すと初心に立ち返ることができる。 

学内では JPTECK研究会に所属し、主将として活動した。二年次からは東日本学生救急救命技

術選手権への出場を目指し、毎日実習室で練習を重ねた。昨年度は代表隊として校内予選を通過

し、大会で総合優勝を果たすことができた。学外では、BLS活動やマラソン救護、J リーグのサッカ

ー救護などに積極的に参加した。特に初めてのサッカー救護では、救命士の接遇面での対応に深く

感銘を受けた。 

 これらの経験を通して、限られた時間の中でも傷病者一人ひとりの予後を見据えて行動できる救

急救命士になりたいと強く感じている。また、接遇面においても、傷病者だけでなく現場に関わるす

べての人に寄り添える人間でありたい。そして、これまで多くの先輩方や先生方、卒業生の方々から

大きな影響を受けてきたように、今度は自分自身が後輩や周囲の人々に良い影響を与えられる存

在になっていきたい。 

 



 

 

 

 

 

症例検討・研究発表 

 
司 会：髙橋 宏幸（国士舘大学体育学部 スポーツ医科学科 教授） 

         

        演者： 

1. 「１２誘導心電図記録及び医療機関への伝送について」 

小山内 健介（弘前地区消防事務組合：スポーツ医科学科 2 期卒） 

 

2. 「トンネル火災・多数傷病者発生事案について」 

平田 雄也（川崎市消防局：スポーツ医科学科 12 期卒） 

 

3. 「ドクターカーの出動が患者の予後改善に寄与することができた症例」 

皆藤 竜弥（日本赤十字社医療センター 救急科：スポーツ医科学科 14 期卒） 

  



 

症例検討・研究発表 

 
 

1. 「１２誘導心電図記録及び医療機関への伝送について」 
 

 小山内 健介（弘前地区消防事務組合：スポーツ医科学科 2 期卒） 

 

 弘前地区消防事務組合（弘前消防）は、２０２５年４月現在、約２６万人を管轄している。三次救急

医療機関である弘前大学医学部附属病院が PCI 可能医療機関である。弘前消防は救急車１５台

で対応していたが、２０２４年からは日勤救急隊を転院搬送のみで暫定運用し、平日日中は１６台で

運用している。主な１２誘導心電図測定資機材は旭化成ゾールメディカル社製「X シリーズ」とグッド

ケア社製「富士の国心電計」である。２０１５年から１２誘導心電図測定が可能になり、除細動器に１

２誘導心電図測定及びメール伝送機能が付加された。急性冠症候群傷病者の搬送に占める１２誘

導心電図測定の割合は増加しており、心原性心肺停止事案での自己心拍再開後の原因検索に１２

誘導心電図測定が実施されることや交通事故現場での使用例もあり、救急活動における１２誘導心

電図測定が標準的に実施されつつある。今後の課題としては心電図電極シールの貼り方の工夫、

救急救命士の測定判断のばらつきの改善、循環器専門医との連携強化が挙げられるが、救急現場

で心電図測定を実施することの相互理解を深めるためには、救命士教育の段階から標準化される

必要がある。 

 

2. 「トンネル火災・多数傷病者発生事案について」 
 

 平田 雄也（川崎市消防局：スポーツ医科学科 12 期卒） 

 

私が現在所属している川崎市消防局では、縦長で臨海地区を有する市内に８消防署、２８出張所

を設置し、職員数は約１４６０人。川崎市は政令指定都市に属しており、近年人口が増加しており、

発生する災害も様々なものがあり日々業務にあたっている。 

私自身は、スポーツ医科学科を１２期で卒業したのち、同局に奉職し消防隊１年経験したのち現

在に至るまで救急隊として勤務している。川崎市には、スポーツ医科学科の卒業生が多く所属して

おり、救急隊だけでなく、消防隊や救助隊、特別高度救助隊など様々な部署で活躍している。 

これまでに経験した事案で学んだことや感じたことを皆さんにお伝えし、今後の進路での活躍の

一助となれば幸いである。 
  



 

症例検討・研究発表 

 
 

3. 「ドクターカーの出動が患者の予後改善に 
                   寄与することができた症例」 
 

 皆藤 竜弥（日本赤十字社医療センター 救急科：スポーツ医科学科 14 期卒） 

 

  日本赤十字社医療センターは東京都渋谷区に位置し、許可病床数 693床と 41の診療科目を有

する保険医療機関である。そして、東京都区西南部地域（渋谷区・世田谷区・目黒区）医療圏に位

置する地域基幹病院であり、救急告示病院、救命救急センター、総合周産期母子医療センター、地

域がん診療連携拠点病院、地域医療支援病院、災害拠点病院を担っている。 

当センターでは、2020 年 10月 1日にドクターカーの運行が開始され、車両は患者の搬送機能を

持たないラピッドレスポンスカーである。現在は日曜と祝日を除く 9 時から 17時の時間帯に運行し

ており、年間約 300件出動している。最小活動人員は医師１名、看護師１名、救急救命士１名の合

計 3 名である。 

ドクターカーにおける救急救命士の役割は、現場までの緊急走行、スタッフの安全管理、救急救

命処置、医師の処置介助、院内の後方支援との情報共有、患者家族など関係者の対応、救急隊・

消防隊との情報共有など、多岐にわたりロジスディックとしての活動も求められる。 

当センターのドクターカー事案において、ドクターカーが出動したことで患者の予後改善に寄与す

ることができたと考えられる症例について報告する。 
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司 会：牧 亮（国士舘大学体育学部 スポーツ医科学科 主任） 

         

田久 浩志（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 教授） 
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田久 浩志（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 教授） 

 

 

〜略歴〜 

1978年  慶應義塾大学 工学部 電気工学科 卒業 

1993 年  東邦大学 医学研究科 博士課程 医学博士 

2013 年  国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 教授  

  国士舘大学大学院救急システム研究科 教授 

 

 

〜担当科目〜 

物理学の基礎 

総合リテラシー 

臨床解剖学 

救急処置実習Ｅ（海外実習） 

卒業研究 1 

卒業研究 2 

救急業務統計・情報処理特論 

データサイエンス特論Ⅰ・Ⅱ 

救急・蘇生統計学特別研究 

救急倫理・統計・プレゼンテーション演習Ⅰ・Ⅱ 
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